
一般財団法人児童健全育成推進財団 健全育成研究助成

令和４年度 募集要項 

 

 

１． 趣旨 

令和３年度児童館実態調査のデータを活用し、児童の健全育成に寄与する研究を行う研究者に対し、有望な研究テ

ーマを選抜し、研究費の一部を補助する。 助成は、一般助成ならびに児童厚生員養成校特定助成の2つとする。 

 

２． 対象分野 

研究分野・領域は問いません。 

児童館活動の推進に資するもの、例えば、地域における児童館の有用性をテーマとする、次のような研究等 

・地域における「子どもの居場所」としての児童館の有用性 

・地域における「子育て支援の場」としての児童館の有用性 

・地域における「子どもの遊び場」としての児童館の有用性 

・地域における「かかりつけ相談機関」としての児童館の有用性 

その他、児童館活動の効果の検証につながるもの。 

 

３． 応募資格 

【一般助成】 ―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

助成期間中に日本国内の大学や公的研究機関で研究に従事する者。 国内での研究を対象とします。 

 

 

※推薦者不要。完全公募制。 

※書類作成、研究の口頭発表が可能な日本語能力を持つこと。 

※公的補助もしくは他の民間機関からの助成と重複していないこと。 

※個人研究・共同研究いずれも可とする。 

 

【児童厚生員養成校特定助成】―――――――――――――――――――――――――― 

本財団が認定する児童厚生員養成校において、助成期間中に教育・研究に従事する者。 国内での研究を対象とし

ます。 

 

※推薦者不要。完全公募制。 

※書類作成、研究の口頭発表が可能な日本語能力を持つこと。 

※公的補助もしくは他の民間機関からの助成と重複していないこと。※個人研究・共同研究いずれも可。 

（児童厚生員養成に携わっている者が含まれていることが望ましい） 



 

 

 

【以下、 共通】 ―――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

４． 助成金額・件数        一般助成、児童厚生員養成校特定助成合わせて最大２件 

1件あたり最大50 万円までの範囲で助成する。 

 ※ただし、申請内容が10.審査方法に記載された項目において、一定の基準を満た
ない場合は「該当なし」とする。 

 

 

５． 助成対象研究期間    令和４年４月～ 令和５年３月の１年間 

 

 

６． 研究方法 

 （１） 令和３年度児童館実態調査（現在作成中。令和4年4月公開予定）のデータ活用を前提とする。 

▼【参考】全国児童館実態調査 

https://www.kodomo-next.jp/research 

 

（２） 上記（１）を前提として、児童館への訪問調査、ヒアリング調査は原則実施しない計画が望ましい。 

 

７． 助成金の使途 

 

●対象費目 

謝金（研究協力者、補助者等）、旅費、調査費（入力委託等）、印刷製本費（複写、印刷等）、借料（会議

室等）、運搬費（郵送料等）、消耗品費、雑費・役務費（音声起稿、資料購入等） 

●対象外となる経費 

シンポジウムの開催、海外渡航費、学術集会への参加費、パソコン等のハードウェアならびにソフトウェア、

研究者の人件費、研究組織の運営管理に必要な一般管理費 

 

８． 応募方法 

募集要項をよく読み、申請用紙を記入し、下記事務局あてにご郵送ください。 

・パソコンで作成 （10.5 ポイント以上の文字の大きさ） 

・Ａ４版で合計４ページ以内 

 

 

※申請用紙はダウンロードしてください。    https://www.jidoukan.or.jp/project/kenzenikusei#tab2 

 

９． 締め切り    令和４年４月14日 （木）  必着 

 

  

https://www.kodomo-next.jp/research


 

 

10． 審査方法 

本財団に設置された選考委員会が以下の観点について審査し、 決定します。 

（１）   申請研究について 

・研究の背景、  目的、社会的意義 

・ 研究計画の妥当性 

・研究のオリジナリティ 

（２）  研究者について 

・研究実績や社会貢献活動（各種委員、外部での講演等） 

 

11． 審査結果発表 

令和４年４月30日前後に、応募者に直接通知します。助成が決定された方については、お名前と申請研究タイ トル

名を本財団ウェブサイトに掲載すると同時に、プレス発表致します。 

 

12． 研究報告 

助成が決定された方には、下記のとおり、研究報告をしていただきます。 

（１）   研究報告書：  1 年間の研究成果と今後の研究予定について報告書にまとめご提出ください。また、
PowerPoint等を用いた３～10枚のサマリーレポートをご提出ください。（研究報告会での使用も想定していま
す。）あわせて助成金の使途明細を記した経理報告書をご提出ください （研究期間終了 1 ヵ月以内）。 

（２）   研究報告会：令和５年５月開催予定の本財団会員総会・セミナーの席上にて、研究成果をご報告 

いただきます。 研究報告にかかる宿泊 ・ 国内交通費は本財団が負担いたします。 

 

 

※研究成果について、積極的な学術発表をお願いいたします。 学会・学術誌等で口頭・論文発表する場 

合には、「一般財団法人児童健全育成推進財団の助成による」 旨を必ず明記してください。 

※助成対象研究期間中に妊娠・出産・介護・疾病・被災などの事情で研究を中断する場合には、速やか 

に事務局へご相談ください。 

 

13. 注意事項 

（１） 申請前の研究内容等に関する相談には対応できません。 

（２） ご提出いただいた資料等は返却いたしませんので、ご了承ください。 

（３） 申請書類の郵便到着状況および選考に関するお問合せには応じられませんので、ご了承ください。 

（４） 期限までに報告されない場合は、助成金の返還を求めます。 

 

14. 個人情報の取扱い 

申請書にご記入いただいた個人情報は、 選考及び選考結果の通知のために使用するもので、 個人情報保護法

および関連する法令・規範にもとづき、厳重に管理します。 同意がある場合または正当な理由がある場合を除き、 第

三者に開示または提供しません。 

研究における個人情報の収集については、 所属機関の倫理規定を遵守し、 研究倫理に関する会議の承諾を得る

こととします。 

 

15. 事務局 

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-12-15 日本薬学会ビル7F 

一般財団法人 児童健全育成推進財団 研究助成係 TEL:03-3486-5141 in4@kodomo-next.jp 


